
平成30年6月29日

第１回三条市こども未来委員会

資料

　　　すまいる子ども・若者プラン
　　　　　　　平成29年度実施状況
　　　　　　　平成30年度実施計画（案）

平成30年６月29日
三条市教育委員会子育て支援課



すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅰ 子育てと仕事の両立プロジェクト

　　施策　１　多様なニーズに対応した保育環境等の充実

　　【新規・拡充の取組】

No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1 ３歳未満児の保育の拡充
子育て支援課
教育総務課

　３歳未満児の保育ニーズに対
応するため、認定こども園、保育
所等の施設整備、地域型保育事
業の実施等により、３歳未満児
の保育の拡充を図る。

拡充

・旭・裏館統合保育所
　建設工事（工期～H29.12.8)
　定員160人（80人＋80人）　→　180人
　うち３歳未満児48人　→　66人（18人増）
・地域型保育事業の実施（3歳未満児の保育）
　新潟県済生会附属保育園たんぽぽ
　　33人（０歳児13人、１歳児10人、
            ２歳児10人）
　ｲﾝﾏﾇｴﾙ・ﾙｰﾃﾙ幼稚園内どんぐりﾙｰﾑ
　　 ４人（１歳児２人、２歳児２人）
　

拡充

・旭・裏館統合保育所は裏館保育所と
 して平成30年４月１日開所。
・地域型保育事業の２か所は継続して
 実施する。

2 病児・病後児保育の実施 子育て支援課

　病気や病後の子どもを、保護
者が家庭で保育が困難な場合、
病院に付設された専用スペース
において保育を実施する。

新規

　平成28年４月から「新潟県済生会三条病院
附属保育園たんぽぽ」内にある病児・病後児
保育ルームなのはなを開始している。
　　利用定員　　10人/日
　　登録者数 　　1,014人（H30.3.31時点）
　　延利用者数　　712人（H29.4.1～H30.3.31）

継続

　引き続き実施する。

3 一時預かりの拡充 子育て支援課

　認定こども園や幼稚園におい
て一時預かりを行い、拡充を図
る。

拡充

　平成29年４月から私立幼稚園が子ども・子
育て支援新制度に移行済。
　・松葉幼稚園
　・三条白百合幼稚園
　・インマヌエル・ルーテル幼稚園
　・宝塔院幼稚園
　なお、一時預かり（幼稚園型）について、各
園の意向を確認したところ、現行で実施してい
る預かり保育の体制で、ニーズを満たしている
と考えるため実施しないこととなった。

継続

　私立松葉幼稚園が、平成30年４月１
日から幼保連携型認定こども園松葉
幼稚園として開園。
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

4 休日一時保育の拡充 子育て支援課

　嵐北地区（旧一ノ木戸小学校
体育館）に設置予定の子育て拠
点施設で、休日一時保育を実施
する。

拡充

　休日一時保育
　・すまいるランド
　　利用定員　　５人／日
　　延利用者数　　162人
　　利用日数　　　　93日
　　１日平均　　　　 1.7人
　・あそぼって
　　利用定員　　５人／日
　　延利用者数　　354人
　　利用日数        111日
　　１日平均　　　　 3.2人

継続

　引き続き実施する。
　　（平成28年度拡充済）

5
ファミリー・サポート・セン
ター事業の実施

子育て支援課

　乳幼児や小学生等の子育て中
の保護者等を会員として、子ども
の預かり等の援助を受けたい方
と援助を行いたい方との相互援
助活動に関する連絡・調整を行
うセンターを設置する。

新規

　ファミリー・サポート・センター事業の実施に
向け、他市の実施状況等についての視察を含
む情報収集を行うとともに、関係団体等の意
見を聴取し、実施についての検討を開始した。 継続

　ファミリー・サポート・センター事業の
他市における実施状況や課題等を整
理し、三条市における実施について、
引き続き検討を行う。

　　【継続の取組】

No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

5 障がい児保育 子育て支援課

　保育所（園）、認定こども園にお
いて障がい児保育を実施する。

継続

　県単障害児保育事業の対象児を受け入れ
ている私立保育園に市単独の上乗せ補助を
行う。
　対象者数：35人
　補助額：１人当たり20,250円×入所月数 継続

　障がい児保育の推進を図るため、私
立保育園等への支援を実施する。
　内容：県単障がい児保育事業の補
　　　    助額について、保育士１人で
           障がい児３人の保育を行う場
           合に必要な費用との差額を、
           市単で上乗せ補助を行う。

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1 児童クラブの充実
子育て支援課
教育総務課

　子ども一人当たりの面積基準
に合わせ、施設整備等により、
児童クラブの充実を図る。

拡充

　大崎中学校区小中一体校の建設に伴
い、同校内での児童クラブ室整備を進め
た。
　・建設工事（工期～H30.2.28）
　・利用定員104人（74人＋30人）→150人
　平成29年４月からいちい児童クラブを栄
保健センター内に開設し、利用対象も４年
生まで拡充した。

拡充

　平成30年４月から大崎学園の開園
に伴い、大崎児童クラブと松ノ木児童
クラブを統合し、大崎児童クラブを開
設。

2
（仮称）新放課後子どもプ
ランの策定

子育て支援課

　子どもが安全に安心して放課
後等を過ごすことができる居場
所について検討し、（仮称）「新放
課後子どもプラン」を策定する。 新規

　地域の実情に合わせ、子どもが安全に
安心して過ごすことができる居場所につい
て、児童や生徒へのアンケートを実施し、
意見を聴取しながら、（仮称）「新放課後子
どもプラン」の策定作業を進めた。

継続

　「新放課後子どもプラン」に基づき、
学校開放による放課後の居場所事業
を進める。
　（全小学校、平成30年９月を予定）

3
地域における子どもの居
場所の創出

子育て支援課

　「（仮称）新放課後子どもプラ
ン」に基づき、地域における子ど
もの居場所を創出する。 新規

　４つの地区公民館を子どもの居場所とし
て引き続き開放した。（学校の長期休業中
に、学習の場・子どもの遊び場として開
放。）

継続

　引き続き実施する。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅰ 子育てと仕事の両立プロジェクト

　　施策　２　子どもの放課後等の居場所の確保

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

2 児童クラブ 子育て支援課

　放課後帰宅しても仕事などで
保護者が不在の小学１年生から
おおむね３年生までの児童の受
け入れを実施する。 継続

　平成29年４月からいちい児童クラブを栄
保健センター内に開設し、利用対象も４年
生まで拡充した。（再掲）

継続

　大崎児童クラブを開設。（再掲）

3 放課後子ども教室 子育て支援課

　学校施設を活用し、放課後や
週末に地域の住民が参画した子
どもの居場所を設け、子どもの
異学年間や世代間の交流を図
る。

継続

　三条小学校の廃止に伴い、平成29年４
月から放課後子ども教室の実施校が８教
室から７教室に縮小となった。

縮小

　実施校が１箇所減となったため、６教
室で継続して実施する。

　　【継続の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
男性向け実践プログラム
の実施

子育て支援課
地域経営課

　家庭での男女共同参画をより
積極的に理解し実践していくた
め、グループワークや実技を取り
入れた講座等を開催する。

新規

　男性向け家事・育児セミナー
　　対象：男性又は夫婦
　　日時：平成30年３月21日（水・祝）
　　定員：16人  参加：13人
　　会場：三条市男女共同参画センター
　　内容：男性が積極的に家事に参加する
　　 　　　よう、家庭内の役割分担につい
            て参加者同士で情報交換を行う
          　セミナーを開催する。

継続

　男性向け家事・育児セミナーを開催す
る。
　・男性又は夫婦を対象

2
対象を絞った効果的かつ
効率的な広報活動

地域経営課

　若い父親を始めターゲットを
絞って、家事、育児等への参画
を促す啓発や広報を行う。

拡充

　上記セミナー実施の際、参加者に対し、
男性にとっての男女共同参画の必要性な
どの啓発を行う。

継続

　上記、家事・育児セミナー実施の際、
男女共同参画やワーク・ライフ・バランス
などの啓発を行う。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅰ 子育てと仕事の両立プロジェクト

　　施策　３　男性の家事、子育て参加の促進

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
ハローワークと連携した
就職先の紹介

商工課

　三条市雇用対策協議会と連携
し、女性が応募しやすい職種に
限定した就職ガイダンスを開催
する。 新規

　女性が応募しやすい職種（看護職員)に
限定した就職ガイダンスを２月10日、12日
に開催。
※新潟日報社主催、三条市後援で実施予
   定のため、市は就職ガイダンスの周知
   を行った。

継続

　ハローワーク等と連携し、女性が応
募しやすい職種に限定した就職ガイダ
ンスを開催する。

2
再就職に向けた就労相談
会等の実施

商工課

　子育て中の女性を対象にした
就職に関する相談会等を実施す
る。

拡充

　子育て中の女性を対象に、「すまいるラ
ンド」または「あそぼって」にて座談会形式
の相談会を６回開催。
　就活の時期や保育所の入所に関するア
ドバイスを行った。また、常設窓口におい
て、子育て中の女性の再就職に向け、履
歴書の書き方や面接指導、パソコン初歩
セミナーを行った。
　開催日：５月24日、７月26日、９月20日、
　　　　　　11月22日、２月28日、３月９日

継続

　引き続きすまいるランド等にて座談
会形式の相談会を開催するとともに、
回数（会場：あそぼって）を増やし、相
談会を開催する。
　また、上記のほかに専門的な研修会
（ＰＣ操作や履歴書の書き方など）も継
続して開催する。

3
再就職のためのセミナー
等の実施

地域経営課
商工課

　関係機関と連携した女性向け
の再就職セミナー等を実施す
る。

新規

　「働く女性のためのスキルアップセミ
ナー」
　女性が仕事と家庭生活との両立を可能
にするために、仕事を継続していく上での
コミュニケーションスキルアップセミナーを
開催した。
　対象：市内在住、在勤の働いている女性
　　　　　等
  日時：平成29年12月2日（土）、9日(土)
　参加者数：延べ21人
　会場：三条市男女共同参画センター

継続

　働く女性を対象とした、ワークライフ
バランス実現につながるようなセミ
ナーを開催する。

4
事業所における子育てと
仕事の両立に向けた取組
への支援

商工課

　事業所を対象に、子育てしや
すい職場環境改善に向けた講座
等を開催する。

新規

　三条市雇用対策協議会において、両立
支援を推進するため、「仕事と子育て両立
支援事業助成金」制度を創設。三条商工
会議所会員企業に対し周知を行った。 継続

　引き続き三条市雇用対策協議会に
おいて、「仕事と子育て両立支援事業
助成金」の活用を促すとともに、三条
商工会議所等と連携し、子育てしやす
い職場環境改善に向けた講座等を開
催する。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅰ 子育てと仕事の両立プロジェクト

　　施策　４　出産のために退職した女性等の再就職支援

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1 子育て拠点施設等の拡充
子育て支援課
教育総務課

　嵐北地区（旧一ノ木戸小学校
体育館内）に子育て拠点施設を
設置するとともに、大崎地区にお
ける子育て支援センターの設置
を検討する。

拡充

　大崎地区における子育て支援センター
の設置については、引き続き検討を行うこ
ととした。

継続

　大崎地区における子育て支援セン
ターの設置については、旧大崎中学
校跡地の活用についての要望（地元
からは子育て支援施設の設置、社会
福祉法人報徳福祉会からは子育て支
援センター（保育園併設）の設置）も視
野に入れて検討を進めていく。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅱ　ハッピー子育てプロジェクト

　　施策　１　親子が集える場づくり

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
公共施設跡地を活用した
公園の整備

建設課

　周辺の既存公園の配置等を勘
案しながら、公共施設の統廃合
等に伴い不要となった敷地を活
用して公園の整備を行う。 拡充

　保育所跡地の公園整備を行った（１箇
所：石上二丁目緑地）。

継続

　引き続き、公共施設跡地の一部で公
園整備を行う（１箇所：四日町公園）。

2
既存公園の遊具等の整
備

建設課

　計画的に遊具の安全点検を行
い、その結果を踏まえた遊具の
更新にあたり、地元と連携して、
遊具等の再配置を検討し、整備
する。 拡充

　遊具の安全点検や修繕を行った。
　また、都市公園の14箇所について長寿
命化計画を策定し、都市公園全体の長寿
命化計画の策定を完了した。
　（三条市総合運動公園の複合遊具１基
の修繕を実施）

拡充

　遊具の安全点検や修繕を行う。
　また、都市公園の長寿命化対策事
業を実施する。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅱ　ハッピー子育てプロジェクト

　　施策　２　親子で楽しめる公園の整備

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1 利用者支援事業の実施 子育て支援課

　子育て中の親子や妊婦及びそ
の配偶者が教育・保育施設や地
域子ども・子育て支援事業を円
滑に利用できるよう、子育て拠点
施設で情報提供等を行い、必要
に応じて相談・助言等、関係機
関との連絡調整を行う。

新規

　実施なし

－

　平成31年度以降検討予定

2
保育料算定時の寡婦
（夫）控除のみなし適用の
実施

子育て支援課

　現在、税法上の税額を用いて
保育料を算定していることから、
適用されない「未婚のひとり親家
庭に対する寡婦（夫）控除」につ
いて、子育て家庭へのサポート
の充実を図るため、寡婦（夫）控
除のみなし適用を実施する。

新規

　寡婦（夫）控除のみなし適用を実施した。
　適用者数：前期８人、後期７人

継続

　引き続き実施する。

3 子ども医療費助成の拡充 子育て支援課

　保護者の経済的な不安・負担
の軽減を図るため、子ども医療
費助成の拡充を図る。

拡充

　平成30年３月末現在対象者数
　11,511人

拡充

　平成30年10月から、子どもが３人未
満の場合の通院に係る医療費の助成
について、一定の所得制限を設け、
「中学校修了まで」に拡充。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅱ　ハッピー子育てプロジェクト

　　施策　３　子育て家庭へのサポートの充実

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

4 児童扶養手当 子育て支援課

　ひとり親家庭の生活の安定と
自立を助け、児童の健全育成を
図るため、児童扶養手当の第２
子加算額及び第３子以降加算額
を拡充する。

継続

　国の法改正に伴い、平成29年4月分から
物価スライドにより0.1％の引き下げとなっ
た。
　受給者数：633人
　　（全部支給：252人）
　　（一部支給：381人）
　

継続

　引き続き実施する。
　　（国の法改正に伴い、平成30年４
   月から物価スライドにより0.5％引き
　 上げ）

13 自立支援教育訓練給付金 子育て支援課

　ひとり親家庭の主体的な能力
開発の取り組みを支援し、自立
促進を図るため、自立支援教育
訓練給付金の給付割合につい
て拡充する。

継続

　平成29年４月から、雇用保険制度から
支給される一般教育訓練給付金の支給を
受けた場合については、差額を支給する
こととなった。
　給付対象者：１人
　給付額：38,876円

継続

　引き続き実施するとともに、制度の
周知に努める。

14 高等職業訓練促進給付金 子育て支援課

　ひとり親家庭の経済的自立に
効果の高い資格取得を支援する
ため、支給期間等を拡充する。

継続

　資格を取得するため、１年以上修業して
いるひとり親家庭の父または母に対して、
高等職業訓練促進給付金を支給した。
　給付対象者：３人
　給付額：2,681,000円 継続

　引き続き実施するとともに、制度の
周知に努める。

　　【継続の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1 母子の歯科保健の充実 子育て支援課

　３歳児健診後も、う蝕予防を継
続的に実施することにより、母子
の歯科保健の充実を図る。

拡充

　保育所（園）、幼稚園、認定こども園にお
けるフッ化物洗口の実施に向けた検討を
行った。

拡充

　保育所（園）、幼稚園、認定こども園
におけるフッ素洗口の実施を検討して
いく。
　参考：既に実施している施設
　　　　 北陽保育園、 一ノ門わくわく保
　　　　 育園、田島わくわく保育園

2
「眠育」（早寝、早起き）の
啓発強化

子育て支援課

　幼児期から十分な睡眠をとり、
正しい生活リズムを身につける
「眠育」（早寝、早起き）を推進す
る。

拡充

・眠育講演会【市民向け啓発】
　開催日（参加者数）：11月５日（133人）
　会場：総合福祉センター
・眠育研修会【指導者養成】
　開催日（参加者数）：８月１日（118人）
　　　　　　　　　　　　　 12月25日（126人）
・モデル地区（瑞穂学園エリア）の保育所、
　認定こども園、小中学校において２週間
の睡眠調査を実施
　対象者数：926人
　

拡充

・眠育研修会【指導者養成】
　開催日：１回目 ８月６日
　　　　　　 ２回目11月21日
・モデル地区における睡眠調査
　瑞穂学園、四つ葉学園、三条おおじ
ま学園の３つの学園エリアの保育所
等と小中学校において２週間の睡眠
調査を実施。
・リーフレット、絵本を活用した眠育の
啓発。

3 家庭教育講座の拡充 子育て支援課

　「親子の絆づくりプログラム"赤
ちゃんがきた！"（ＢＰ）」
「Nobody's Perfect - 完璧な親な
んていない（ＮＰ）」
　これらの講座の実施回数を増
やし、家庭教育講座の拡充を図
る。

拡充

・ＢＰ講座を５回実施した。
　受講者数：63人
　5/19～6/9、7/19～8/9、9/21～10/12、
　11/17～12/8、2/15～3/8
・ＮＰ講座を５回実施した。
　受講者数：46人
　5/10～6/14、7/6～8/10、9/1～10/6、
　11/8～12/13、2/6～3/13

継続

・ＢＰ（定員：各回10人）
　４回の連続講座を年間８回実施。
・ＮＰ（定員：各回12人）
　６回の連続講座を年間５回開催。

4
乳幼児とのふれあい学習
の充実

子育て支援課
小中一貫教育
推進課

　乳幼児とのふれあいを通して、
乳幼児の発達と生活、子どもが
育つ環境としての家族・家庭の
役割等について学習する機会の
充実を図る。

新規

　実施なし

－

　平成31年度以降検討予定

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅲ 子ども・若者の健やかな成長プロジェクト

　　施策　１　母子保健、家庭教育の充実

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

2 妊婦歯科健診 子育て支援課

　妊娠８か月までの妊婦を対象
に、集団で歯科健診を実施す
る。

継続

１回目（５/25）：受診者42人/対象者181人
         　　 　　 受診率23.2％
２回目（８/10）：受診者35人/対象者144人
　       　 　　　 受診率24.3％
３回目（11/９）：受診者42人/対象者237人
　     　　 　　   受診率17.7％
４回目（２/８）：受診者17人/対象者166人
　      　　 　　  受診率10.2％

継続

　今年度も年間４回実施（１人１回のみ
の参加）。
　受診率向上のため、市内産科医療
機関、歯科医院に事業の周知を行う。
内容：歯科医師の講話相談、歯科診
　　　  察、ブラッシング指導

7 予防接種 子育て支援課

　予防接種法第５条第１項に基
づき、第２条第２項の「A類疾病」
に分類される疾病に対する予防
接種を実施する。

継続

　四種混合、三種混合、二種混合、不活
化ポリオ、麻しん風しん混合（１期・２期）、
日本脳炎（１期・２期）、BCG、ヒブ、小児用
肺炎球菌、水痘、B型肝炎、子宮頸がん予
防について実施した。 拡充

　四種混合、三種混合、二種混合、不
活化ポリオ、麻しん風しん混合（１期・
２期）、日本脳炎（１期・２期）、BCG、ヒ
ブ、小児用肺炎球菌、水痘、B型肝
炎、子宮頸がん予防について引き続
き実施。
　平成30年度から県外の予防接種費
用の助成を開始。

　　【継続の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
出張及び時間外相談の実
施

子育て支援課

　乳幼児の健診時や子育て支援
センター等の相談を充実させると
ともに、働く母親等の子育ての悩
みに迅速に対応するため、時間
外子育て相談を実施する。

拡充

　対象者のニーズに応じて、個別に相談
対応を行った。また、子どもの発育・子育
て相談についてニーズを踏まえ、土曜日
の開催の検討を行った。 拡充

　子どもの発育・子育て相談につい
て、月１回土曜日の相談日を増設し、
就労している保護者や平日相談会へ
の参加が難しい保護者の相談を実施
する。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅲ 子ども・若者の健やかな成長プロジェクト

　　施策　２　子どもの発育・子育て相談の充実

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅲ 子ども・若者の健やかな成長プロジェクト

　　施策　３　子ども・若者の社会形成、社会参加の推進

　　【新規・拡充の取組】

　青少年健全育成市民大会を７月９日に
開催。「これからのコミュニケーションを一
緒に考えよう～子どもの笑顔へ！つなが
る地域づくり～」をテーマに講演会や街頭
啓発活動を行った。
　第１部：本大会
　司会、看板作成：市内高校生
　青少年からの宣言：市内中学生
　講演：横澤夏子・関田将人「笑いから生
　　　　　まれるコミュニケーション」
　入場者：454人
　第２部：街頭啓発活動
 高校生と先輩たちのユーストークを11月
18日に開催。「地域の活性化を考える」を
テーマに、高校生が取り組んできた実習・
体験などを通して地域の活性化にどのよ
うに関わっていくか、高校生から本音で
語ってもらい、それに対して各業界の先輩
達からアドバイスをもらった。
　発表者：NPO法人トライフューチャー
　　　　　　（新潟県央工業高・
　　　　　　三条商業高・加茂農林高）
　トーク出演者：地元で活躍している各業
　　　　　　　　　　界の先輩達
　司会進行：新潟お笑い集団NAMARA所
　　　　　　　　属　サンデー和田
　入場者：78人
　
　第13回私のメッセージ三条市小学生大
会を11月11日に開催。市内の小学生が普
段の生活や体験、出来事などを通して考
えたことや思っていることを素直な意見と
して発表し、市民から聞いてもらった。
　発表者：市内小学生20人
　入場者：145人

子ども・若者の意見表明
機会の拡充

1
子育て支援課
各課

　子ども・若者の社会参加意識を
高めるため、「子どものしゃべり
場」、「子ども運営委員会」等、子
ども・若者が社会の一員として積
極的に意見表明できる機会を拡
充する。

新規 継続

　青少年育成市民会議と連携し、引き
続き「青少年健全育成市民大会」、「青
少年による座談会」及び「私のメッセー
ジ三条市小学生大会」を開催する。

14 



No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

2 子どもの職業体験 商工課

　次世代のものづくりの担い手で
ある子どもたちに、ものづくりの
DNAを引き継ぐため、三条市内
の工場等を会場に、ものづくり職
業体験を子どもたちに提供する
ことで、子どもたちにものづくりの
「職業」としての魅力を伝える。

拡充

　三条ものづくり学校、市内工場、三条鍛
冶道場、市役所等を会場に８月18日、19
日の２日間、「キッザニアマイスターフェス
ティバルin三条」を開催。
対象　小学校１年生～中学校３年生
仕事コース　①工場を取材する仕事②鍛
冶職人の仕事③デザインの仕事④会社
員の仕事
体験仕事数　32コース
参加人数　380人

継続

　ものづくり学校と連携し、引き続き、
キッザニアマイスターフェスティバルを
開催する。平成30年度については、８
月17日、18日に開催予定。

　　【継続の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
養育支援訪問事業の実
施

子育て支援課

　妊娠・出産・育児期に養育支援
を必要とする家庭に、助産師が
訪問し、きめ細かな相談や支援
を実施する。

新規

・妊婦訪問数
　実数１件　延数１件
・妊婦・養育者訪問数
　実数１件　延数１件
・養育者訪問数
　実数11件　延数48件

継続

　医療機関や助産師等の関係機関に
事業を周知し、情報提供・共有化を図
るとともに、必要時には要保護児童対
策協議会等と連携し、事業を推進す
る。
【訪問予定回数】
　妊婦：４回程度
　養育者：４回程度

2
被虐待児童及び問題行動
児童の進行管理の強化

子育て支援課
小中一貫教育
推進課

　被虐待や問題行動等、特別な
支援が必要な子どもの早期発
見・早期対応及びきめ細かな支
援を継続的に実施する。

継続

　被虐待児のケース進行管理会議実施状
況
【検討対象者数】
　１回目（６/29）：56人
　２回目（９/29）：59人
　３回目（12/22）：58人
　４回目（３/２）：53人

　問題行動については不登校等の情報共
有を毎月、名簿で行っているほか、必要に
応じて、随時ケース状況を共有した。

継続

　引き続き、被虐待児童については、
年４回のケース進行管理会議におい
て、重症度判定表に基づき、重症度及
び支援方針を明確化し、関係機関と連
携しながら支援を実施する。
　問題行動児童についても、引き続き
小中一貫教育推進課等関係機関と情
報共有し、支援方針の検討や役割分
担を行い、随時対応する。

3
若者支援の相談体制の
強化

子育て支援課

　青少年育成センターの青少年
相談を、アウトリーチ（訪問支援）
機能を有する民間団体に委託
し、青少年の悩み事の解決や若
者の就労に繋げる体制の充実を
図る。

拡充

　アウトリーチ（訪問支援）を含めた相談業
務のほか、学習支援や居場所の提供など
の支援を実施した。
　・相談件数：延べ311件
　・進路決定者：１人

継続

　青少年相談業務を、アウトリーチ機
能を有する民間団体に引き続き委託
するとともに、ものづくり学校内にある
三条地域若者サポートステーションと
連携し、若者支援の相談体制の強化
を図る。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅳ 子ども・若者支援プロジェクト

　　施策　１　子ども・若者総合サポートシステムの充実

　　【新規・拡充の取組】
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No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
年中児発達参観の全市
実施

子育て支援課

　子どもの育ちや個性に早期に
気づくための「年中児発達参観」
を全ての保育所・幼稚園等を対
象に実施する。

拡充

・実施施設
　31施設（公立保育所10、私立保育園17、
　私立幼稚園３、認定こども園１）
・対象児童：775人（年中児）
・参加児童：762人
・実施回数：延べ58回
・実施時期：６月～12月

継続

・実施施設
　30施設（公立保育所９、私立保育園
17、私立幼稚園２、認定こども園２）
・対象年中児　700人
・実施回数　延べ52回
・実施時期　６月～12月

2
発達支援に係るコーディ
ネーターの資質の向上

子育て支援課

　各保育所・幼稚園等において
「発達支援コーディネーター」を
育成し、子どもの一人一人の育
ちや個性を把握し、適切な指導
及び必要な支援を継続的に実施
できる体制を整備する。 拡充

　発達支援コーディネーター研修
　・受講施設：30施設（公立保育所10、私
　 立保育園16、私立幼稚園３、認定こど
　 も園１）
【基礎編】
　５月22日～６月14日（４回コース）
　受講者数 39人
【応用編】
　２月23日～３月12日（３回コース）
　受講者数　39人

継続

　発達支援コーディネーター研修
　・受講施設：31施設（公立保育所９、
　　私立保育園17、私立幼稚園３、認
　　定こども園２）
【スキルアップ編】
　・６月７日
　　受講者数　39人
　・２月26日
　　受講対象者　39人

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅳ 子ども・若者支援プロジェクト

　　施策　２　三条っ子発達応援事業の充実

　　【新規・拡充の取組】

17 



No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1
「子どもの権利」の啓発強
化

子育て支援課
小中一貫教育
推進課

　子どもの権利に関する啓発チ
ラシの作成や講演会の開催等に
より、啓発強化を図る。

拡充

　小・中学校就学時家庭教育講座におい
て、子どもの権利に関する啓発チラシを配
布し、子どもの権利についての啓発を行っ
た。

継続

　子どもの権利に関する啓発チラシを
小・中学校での家庭教育講座実施時
に配布し、啓発を行う。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅴ 子ども・子育て応援社会プロジェクト

　　施策　１　子ども・子育て家庭を支えるまちづくりの推進

　　【新規・拡充の取組】

18 



No 取組名 担当課 取組の概要 区分 平成29年度実施状況
前年度
比区分

平成30年度実施計画（案） 備考

1 通学路の整備
建設課
小中一貫教育
推進課

　通学路安全推進会議において
小中学校の通学路の安全点検
を行い、通学路の安全対策につ
いて協議し、危険箇所の改善策
を講ずる。 拡充

　通学路安全推進会議を６月27日に実
施。関係機関が参加し、各学校からの改
善要望について協議を行い、関係機関に
おいて、できるところから対応を行った。

継続

　現在、各学校から危険箇所の改善
要望について確認中であり、その要望
を検討するため、通学路安全推進会
議を７月に実施する。

すまいる子ども・若者プラン　平成29年度実施状況・平成30年度実施計画（案）一覧

　Ⅴ 子ども・子育て応援社会プロジェクト

　　施策　２　地域における安全・安心の確保

　　【新規・拡充の取組】

19 


